
性器クラミジア感染症
・原因：クラミジア・トラコマチス
・日本で最も多い性感染症
・自覚症状がない場合が多く、感染に気付かないことも多い
・不妊症や母子感染などの原因になる

感染経路：喉、直腸、尿にも存
在。オーラルセックス、アナル
セックスなどでも感染する可能
性がある。

治療：抗生物質の服用、
または注射

検査：尿検査・分泌物の採取・
うがい検査・血液検査。

・約８割は無症状
・約２割におりものの増加、
軽い下腹部痛

・約半数が無症状
・排尿時の痛み

Male
潜伏期間：２～３週間

Female

不妊症になることも
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